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研究成果の概要：エマスンの詩を日米の研究者が共同で精査し、詩にはアメリカの代表的知識

人であるエマスンの思考全体を象徴する、或いは、表題化する機能があることを発見した。キ

リスト教後、民族国家後の精神性、意識の流れや深層心理、日常性の哲学など、現代的な感性

への志向を、口語自由詩への傾向を強める詩形において表現するエマスンの詩の全体像を提示

することが、エマスンを知る上でよい導入になることを、国内外の学会で発表し、また、研究

成果をエマスンの訳詩集にまとめる作業を進めた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 480,000 3,980,000 

 
 
研究分野：アメリカ文学 
科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 
キーワード：エマスン、ホイットマン、ディキンスン、ロマン主義、象徴主義、イメージ、ジ

ニアス 
 
１． 研究開始当初の背景 
 エマスンはアメリカ文学の豊かな源泉と
しての真価を充分評価されているとはいえ
ない。とりわけ日本ではエマスンは言及され
るけれどもあまり読まれることのない作家
になっていた。また、日米を問わず、現代の
読者がエマスンの著作から、彼が 19 世紀ア
メリカの知的リーダーとして、アメリカの思
想や文学に大きな影響を与える存在であっ
たことを実感するのは難しい。プラグマティ
ストたちの民主主義の思想家としてのエマ

スン評価も普及しなかった。20 世紀になるほ
どに、エマスンは詩人としても思想家として
も中途半端だとみなされ、生涯に亘って詩を
書き続けていたにも関わらず、また、「詩人」
が彼自身の自己規定であったにも関わらず、
詩人であることは彼の思想の神秘的な側面
を中傷する言葉として使われることが多か
った。 
 アメリカでは 1980 年代以降、エマスンを
20 世紀の哲学やアメリカ詩人の祖とする研
究が哲学者、文学者から次々現われ、エマス
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ンはキリスト教に代わって「自己信頼」をア
メリカの宗教にしたと言われるほど、アメリ
カの精神を定義しなおした人としての再評
価が進み、さらには、社会改革者としての側
面にも注目が集まるようになった。しかし、
依然として、研究はエッセイ中心であること
に変わりはなかった。 
 
２． 研究の目的 
 エマスンは哲学者なのか詩人なのかとい
う、彼の生きていた時代から今に続いている
問いを肯定的な意味に立て直し、実際に詩を
書いた詩人としてのエマスンを再評価する
ことによって、エッセイに表れるエマスンの
思想と表現の独自性が明らかになるという
道筋を示すことをめざした。詩からエッセイ
へという方向性はエマスンのエッセイの構
成そのものが示唆するものでもある。エマス
ンはエッセイの冒頭にエピグラフとして、自
作の詩を置いた。エマスンの詩は彼の思考の
本質を表題化する役割を果たしているので
はないかという仮定にたって、個々の詩を検
証することで、詩とエッセイと二つの様式を
必要としたエマスンの思想がもつ問題・特質、
エマスンの関心の射程の全体を明らかにす
る。 

メルヴィルの作品にも明らかなように、エ
マスンの時代のアメリカ文学は、神とは一般
法則とは何かを主題とする哲学・思想性の強
いものであった。詩と思想との親近性自体に
アメリカ的な特色があり、その中には、エマ
スンがめざした、後のプラグマティズムにも
通じる、哲学者ではない自己を信頼する普通
の人々による思考の可能性を開く表現への
模索があると考えた。また、イメージを重視
する絵画的な言語を志向する文学性によっ
て、抽象を志向する思想は同時に生のリアル
な感覚に訴え、意識のより広範な活動を表現
した。これら矛盾する志向を全体として捉え
ることを示唆したことがエマスンの現代に
通じる力となっていることを示す。 

抽象的な思想家ととると単純にも、捉えど
ころのないようにもみえるエマスンだが、彼
の詩を読むと、より多くの読者にその本質が
読みとれるものになり、アメリカ思想の体現
者として読む価値のあるものになることを
例証する。その成果はエマスン論と、エマス
ン詩集との 2冊の本にまとめることによって、
エマスン研究、アメリカ研究に資すると共に、
より広範な読者にもエマスンを広めるため
の基礎的文献を提供することができる。 
 
３． 研究の方法 
 詩という解釈の自由の大きな形式、エマス
ンという広範な知識を背景にもち、必ずしも
論理的な読めば分かる文章とは言えないも
のを書く作家をよりよく理解するためには、

共同研究は非常に有効な方法であると考え
た。4 人の研究分担者は月例の研究会をもち、
エマスンの 2 冊の詩集 Poems(1847)、
May-Day and Other Pieces(1867)に収めら
れた詩を中心に、翻訳することもあわせて考
えながら、順次読み、解釈を深めていった。
海外研究協力者には、普段は E メールで研究
会の報告を行い、疑問点の解決や、論点につ
いての議論を行った。 
 詩をエマスンのエッセイを理解するため
のキーワードとしてエマスンの作品全体の
なかに位置づけるために、小田、藤田、パタ
ーソンはエッセイと詩とを相互参照しなが
ら、エマスンの詩法、その思想的裏付けを検
証した。武田は同時代の詩人ディキンスンや
ロマン派の詩人の翻訳経験を基に、野田はメ
ルヴィルの用語法との比較から、エマスンの
表現上の特徴を検証した。その結果をビュエ
ル教授に報告し、評価と助言を得た。 
 平成 18 年度、19 年度はアメリカで、20 年
度は日本で、研究協力者との研究会をもち、
メールでのやり取りを補う議論をし、また、
学会などで他の研究者に成果を公開し、助言
を得ることで、研究の深化を図った。    
  
４．研究成果 
 エマスンの詩を訳詩の出版を念頭におい
て精読に基づいて研究していくことは、アメ
リカ人研究者にも新鮮な刺激を与えるもの
で、パターソンからこの研究のことを聞いた
エマスン学会の前会長サラ・ワイダー教授か
らも協力を得ることになった。また、エマス
ンの原稿の編纂者であり、現在、ハーバード
版全集の Poems 編集に携わっているロナル
ド･ボスコ教授とも平成 18年度に議論する機
会を得、詩集の編集方法について、トピック
別に分類することの有効性について賛意と
助言を得ることができ、以後の研究に役立っ
た。 
 詩を研究することは、エマスンの思想にお
ける｢詩的｣、芸術的な価値を再評価すること
であり、ホイットマンやディキンスンの先達
詩人として、エマスンの詩を再評価すること
であり、武田のディキンスン研究、詩の翻訳
研究の経験が役立ち、訳詩の原稿作りも進ん
だ。また、エマスンがイギリス･ロマン派よ
りも、後続のアメリカ詩人にいっそう近い詩
形式とテーマを具えているという性質が明
らかになった。 
 

18 世紀以来のロマン主義、啓蒙、科学思想
の文脈のなかでのエマスンの革新性は、以下
の論文で検証された。複雑な概念を単純化し
ない着実な論証が評価された。 
①藤田佳子 「エマソンの山岳詩におけるロ
マン主義のかたち」 
ヨーロッパロマン主義の特質を〈noble 



savage〉と〈崇高なる山〉の 2 点にしぼって、
エマスンの山岳詩におけるその現れ方を見
る。アメリカ固有の土地を背景にこの二つの
概念は興味深い継承と発展の相を見せるが、
ここにひとつ破壊的な形で侵入してくる新
たな要素がある。それは、当時の思潮を背景
にエマスンに特に強く喚起された科学への
関心である。 
② 藤 田 佳 子  “A Double Image of a 
Mountain in ‘Monadnoc’”  
主題のモナドノック山は、ロマン主義の〈永
遠と崇高〉のイメージと共に、〈消滅〉の要
素を深層部において併せ持っている。この二
つの特質は作中、融合、昇華することなくこ
の詩をきわめて解釈困難なものにしている。
山に賦与された二重のイメージの背景をエ
マスンの自然観の変化、発展から解明する。 
 
 エマスンの第一の特徴である詩及びエッ
セイの複雑な文体が、彼の思想といかに関係
しているかについての考察が、以下の 2 編で
なされた。ホーソーン、メルヴィルのものと
されていたアメリカ的なメタ意識の源流に
エマスンが連なることは、アメリカ文学研究
者の興味を引く点である。 
①藤田佳子 「エマスンのエピグラフについ
て」 
各エッセイの冒頭にエマスンが自作の詩を
エピグラフとしてあげた意味を考える。エッ
セイには複数の声が響きあい、豊かな美しさ
を創造しているが、論旨を追うにはときに困
難が伴う。一方、エピグラフでは詩的イメー
ジを駆使して、エッセイの理念が伝えられる。
このように、視覚、聴覚両面で相異なるモー
ドに従いながらメッセージが相補的にエマ
スンのエッセイを形成しているのである。 
②野田 明 「エマソンの文体と美学への覚
え書―その矛盾と自意識―」 
「愚かな首尾一貫性」という挑戦的な言葉を
発したエマスンの作品には、創作過程への自
意識が作品のメタ構造となって表現されて
いることを、彼のアフォリズム、エッセイ「経
験」、「マーリンⅠ」など三つの詩を例に論じ
る。鮮明と思えるアフォリズムさえ、その文
脈は複雑で、意味が千変万化するところに、
エマスンの主題と形式の一致を認める。 
 
 エマスンの最重要観念である「自己信頼」
の裏面である「ジニアス｣の観念が、エマス
ンの詩作にとって本質的なもの、エッセイよ
りも詩によってよりよく表現されるもので
あることを、次の 2 編で明らかにした。抽象
概念として論じられてきたジニアスを具体
的な自然の観点から捉えたところがアメリ
カ人研究者に評価された。 
①小田敦子 「‘A Stroke of Genius’―エマス
ンの詩 “The Snow-Storm”」 

エマスンが自身を詩人、それも古代ケルトの
吟遊詩人として定義したことには、「ジニア
スに打たれて」発せられた絵画的な、イメー
ジ豊かな人類最初の言語を表現すること、つ
まり、人間の内なる自然の創造力、生命力を
人間の精神性(ジニアス)として捉えようとす
る志向がある。詩に現れた自然と芸術の対峙
が、自己信頼の表現でありうることを例証し
た。 
②小田敦子「エマスンの詩“Woodnotes II”と
土地の霊（Genius Loci）」 
白松にニューイングランドの土地の霊の象
徴を見、その大枝が「ジニアスの一刷け」と
ばかりに風に揺れる音に、詩人が表現すべき   
変容する自然の生成力を捉え、それをルーン
文字、アメリカ語と反対の普遍言語としての
古代アングロ・サクソン語と捉えるなど、詩
に潜む、主観性やアメリカ精神及び言語の見
方の現代性を指摘した。 
 
 エマスンは同時代への鋭い観察眼と意見
を持っていた。それは最近注目されている社
会改革者としての側面である。彼の社会批評
にも、言語への関心が思考の基盤にあること
に重きをおく点が本研究の特徴である。その
ため、彼の周囲の文学者たちと問題意識が共
有されていることをあわせて考察したのが
以下の 3 編である。 
①小田敦子 「エマソンの『マスター・ワー
ド』」 
ホーソーンの「旧牧師館」中のエマスンの描
写を、エマスンのエッセイ「詩人」、「経験」、
「超越論者」が問題にしていることと比較し
て再考すると、ホーソーンが「詩人」として
のエマスンに必ずしも否定的とはいえない、
むしろ、同時代の精神への批評として共感す
るものをもち、エマスンの言葉の影響力、無
意識を解放し表現する力の真価を認めてい
たことを明らかにした。特に両者に共通する
「行列」への関心には、ジニアスの観念にあ
る公共性、そして、シンボリズムの捉え方な
ど、重要な問題意識の共有が認められる。 
②藤田佳子 「フラーの『五大湖の夏、1843
年』―-多元文化と伝承の観点から」 
アメリカの先住民、チェロキー族の強制移住
に関して、唯一エマスンが公的に抗議の声を
あげたという史実を念頭に置き、エマスン周
辺の超越論者の著作における先住民表象を
考える。フラーの旅行記『夏』では、旧来の
先住民蔑視の父権的テクストに対抗する形
で、ヒューマニズムに根ざすフラー独自のテ
クストが織り込まれていく。最終的に『夏』
は、高貴にして悲劇的な先住民像を読者に提
示しおおせるのだが、結局、当時の反先住民
色濃厚な社会において、文学畑ではエマスン、
フラー、ソローのみが先住民理解の足跡を残
していることが分かる。 



③小田敦子 「エマスンのアングロ・サクソ
ニズム」 
アメリカの土地の霊に従い、アメリカの国民
精神を創造しようとしたエマスンのアング
ロ・サクソニズムは、19 世紀に人種的イデオ
ロギーに変質し、時代の合言葉となるアング
ロ・サクソニズムとは一線を画していた。講
演や English Traits、公式行事用を含め関連
する詩から、エマスンの雑種性、普遍性をめ
ざす考え方を検証した。 
 
ホーソーンとエマスンとに共通する同時

代への問題意識については、オクスフォード
大学で開催されたエマスン･ホーソーン･ポ
ー合同学会でも “kin” と“kindness”という
観念について発表し、高評を得、ホーソーン
学会においては、ホーソーンとエマスンとい
うテーマが定着するなど、ホーソーン研究に
も貢献した。 

 
以上のように、エマスンの詩の思想上、形

式上の論点をかなり明確化することができ
た。最終年度には、この成果をアメリカ文学
会関西支部で“The American Landscape in 
Emerson’s Poems”というフォーラムを開き
発表した。パターソンの基調講演  “‘Of 
Sannup and of Squaw’: Emerson, Hybridity, 
and the American Legacy in 
‘Musketaquid’” の後、藤田が “Monadnoc”、 
小田が“Woodnotes II”について発表し、風景
詩の中に込められた、社会問題から言語の伝
統までエマスンの複雑な思考の一端を伝え
ることができた。学会員からも意見や助言を
引き出すことができ、エマスンをよりポピュ
ラーな存在にしたいという目的を少し達成
することができた。今後は、まず、訳詩集を
完成させ、より広い読者に、エマスン理解の
ための基礎的文献を提供し、エマスン研究が
継承され、進展する基盤を強化していきたい。 
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